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第３章 ごみ処理の現状 

 

第１節 処理システム 

 

本地域の現状のごみ処理システムは、図 3-1、3-2 のとおりです。 

現状でのごみ処理システムは、両市で別々なものとなっています。なお、伊豆市では、土肥

地区が他の 3 地区と異なる処理システムとなっています。 

 

伊豆の国市では、現在、長岡地区、大仁地区の可燃ごみは長岡清掃センターで焼却処理を行

い、その残さを大仁一般廃棄物最終処分場で埋立処理を行っています。また、韮山地区では韮

山ごみ焼却場で焼却処理を行い、その残さを韮山一般廃棄物最終処分場で埋立処理を行ってい

ます。ただし、韮山ごみ焼却場から排出される残さの一部は、民間事業者の施設で処理されて

います。 

また、不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみは大仁リサイクルセンター、韮山リサイクルプラザ、

大仁清掃センターで資源ごみと資源化できないものに選別し、積極的な資源化を進めています。

なお、資源ごみのうち、古着類、発泡スチロールトレー、乾電池などは、民間事業者の協力を

得て、そのまま資源化を進めているものもあります。 

 

伊豆市では、現在、修善寺地区、中伊豆地区、天城湯ケ島地区の可燃ごみは伊豆市清掃セン

ター（以下「清掃センター」という。）で、土肥地区では伊豆市沼津市衛生施設組合土肥戸田

衛生センター（以下「土肥戸田衛生センター」という。）で焼却処理を行い、その残さは、柿

木一般廃棄物最終処分場で埋立処理を行っています。 

また、修善寺地区、中伊豆地区、天城湯ケ島地区の不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみ、資源ご

みは伊豆市清掃センターで、土肥地区では伊豆市土肥リサイクルセンター（以下「土肥リサイ

クルセンター」という。）で資源物と資源化できないものに選別し、積極的な資源化を進めて

います。なお、資源物のうち、ペットボトル、プラスチック類は、民間事業者の協力を得て、

そのまま資源化を進めているものもあります。 
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第３章 ごみ処理の現状 

 

 

大仁一般廃棄物
最終処分場

　燃やせるごみ（可燃ごみ）

資源ごみ（容器包装プラ）

資源ごみ（ペットボトル）

資源ごみ
（古着類、発泡スチロールト

レー）

資源ごみ（蛍光灯）

資源ごみ
（アルミ缶・スチール缶・その

他金属・その他プラ）

資源ごみ
（新聞、雑誌、ダンボール、
紙製容器包装、紙パック）

粗大ごみ

集団回収

不燃ごみ
（リサイクルできないもの）

資源ごみ（乾電池）

韮山一般廃棄物
最終処分場

大仁一般廃棄物
最終処分場

民間事業者

容器包装リサイ
クル協会

長岡清掃センター

焼却

韮山ごみ焼却場

焼却

大仁リサイクルセンター

圧縮

韮山リサイクルプラザ

圧縮破砕選別

大仁清掃センター

資源ごみ（びん）

分別区分 処理方法 処分先

　燃やせるごみ（可燃ごみ）

残さ

残さ

圧縮破砕選別

長岡地区・大仁地区

韮山地区

全地区共通

大仁清掃センター

破砕

 

図 3-1 現状のごみ処理システム（伊豆の国市） 
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第３章 ごみ処理の現状 

 

 

修善寺・中伊豆・
天城湯ケ島地区

土肥地区

民間事業者

民間事業者

清掃センター

土肥戸田衛生センター

排出区分 処理方法 処分先

ビンくず、
粗大の一部

残さ 柿木一般廃棄物
最終処分場

年川一般廃棄物
最終処分場

容器包装リサイ
クル協会

土肥リサイクルセンター

焼却

可燃ごみ

有害ごみ

粗大ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

可燃ごみ

有害ごみ

粗大ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

清掃センター
リサイクル施設

破砕

選別・圧縮

飼料化（休止）

民間事業者

選別・圧縮
ビンくず、
粗大の一部

残さ焼却

 

図 3-2 現状のごみ処理システム（伊豆市） 
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第３章 ごみ処理の現状 

 

第２節 現有施設 

 

伊豆の国市、伊豆市が所有する現有施設（民間委託分を除く。）は表 3-1 のとおりです。 

 

伊豆の国市における可燃ごみの処理施設は、長岡清掃センター、韮山ごみ焼却場があり、竣

工年はそれぞれ昭和 57年、昭和 49年となっています。 

長岡不燃物処理施設は、現在稼働を休止しています。最終処分場では、長岡一般廃棄物最終

処分場は、現在休止中です。 

伊豆市における可燃ごみの処理施設は、清掃センター、土肥戸田衛生センターがあり、竣工

年はそれぞれ昭和 61 年、昭和 62 年（平成 14年に基幹整備）となっています。 

清掃センターの中で、飼料化施設は、現在稼働を休止しています。最終処分場では、年川一

般廃棄物最終処分場の埋立残量が少なくなっており、現在、拡張工事を進めています。 

  

表 3-1 現有施設 

現 有 施 設 の 内 容

型式及び処理方式 処理能力(単位)

長岡清掃センター 伊豆の国市 准連続燃焼式（流動床式) 32t/16h

韮山ごみ焼却場 伊豆の国市
機械化バッチ燃焼式
（ストーカ式)

20t/8h

清掃センター 伊豆市
准連続燃焼式
（ストーカ式)

50ｔ/16ｈ

土肥戸田
衛生センター

機械化バッチ燃焼式
（ストーカ式)

30ｔ/8ｈ

長岡不燃物処理施設
選別・破砕
(粗大ごみ　他）

15t/5h

韮山リサイクルプラ
ザ

選別・破砕・圧縮
（プラスチック・缶）

8t/5h

大仁清掃センター
選別・破砕・圧縮
（リサイクル不可物・蛍光灯)

15t/5h

大仁
リサイクルセンター

圧縮
(ペットボトル・びん）

1.2t/5h

破砕(粗大ごみ) 5ｔ/5h

選別・圧縮(金属不燃物) 5ｔ/5h

飼料化（厨芥） 5ｔ/5h

土肥
リサイクルセンター

選別・破砕・圧縮
(土肥地区)

5ｔ/5h

韮山一般廃棄物
最終処分場 16,000m

3

大仁一般廃棄物
最終処分場 33,654m3

大仁第２一般
廃棄物最終処分場 2,779m

3

長岡一般廃棄物
最終処分場 3,749m

3

柿木一般廃棄物最終
処分場 34,580m

3

年川一般廃棄物
最終処分場 36,038m

3

小峰一般廃棄物
最終処分場 1,900m

3

H9.4　竣工

H元.4　竣工

S54.5　竣工
（現在休止中）

伊豆市

S57.4竣工

H6.4

H8.3　竣工

S61.4竣工

S49.9竣工

施設名 事業主体
開始年月

S57.3竣工

H11.3　竣工

H9.9竣工

S55.3　竣工

S62.4竣工

伊豆の国市

伊豆市

伊豆の国市

伊豆市

サンドイッチ工法

H2.4

S57.4

H4.6

H7.9

H3.12

S62.4

焼
却
施
設

焼
却
施
設
以
外
の
中
間
処
理
施
設

最
終
処
分
場

清掃センター
リサイクル施設
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第３章 ごみ処理の現状 

 

第３節 分別区分と収集体制 

 

伊豆の国市、伊豆市の現状の分別区分及び収集体制は表 3-2、3-3、3-4 のとおりです。処理

システムと同様に、現状での分別区分と収集体制は、両市で別々なものとなっています。 

 

表 3-2 分別区分及び収集体制（伊豆の国市） 

項目
区分

可燃ごみ
生ごみ・紙くず・紙お
むつなど

指定ごみ袋 週2回
韮山ごみ焼却場
長岡清掃センター

コップ・セトモノ・板ガラ
スなど

コンテナ 月1回 大仁清掃センター

プラスチック製包装容器
レジ袋・ポリ袋・包装
用フィルムなど

指定ごみ袋 週1回
韮山リサイクルプラザ
大仁リサイクルセンター

古着類 古着類

発砲スチロールトレイ 発砲スチロールトレイ 指定容器

缶類 アルミ缶・スチール缶

その他金属
アルミ箔・金属の
キャップ・家電製品・
鉄くずなど

乾電池 乾電池 コンテナ

その他のプラスチック類
ポリバケツ・ハンガー・
ＣＤなど

指定ごみ袋

ペットボトル ペットボトル 指定容器 月2回

びん類
一升びん、透明びん、
色びん

蛍光灯 蛍光灯・電球 大仁清掃センター

粗大ごみ
タンス・ふとん・自転車
など

現物 随時 民間事業者

不燃ごみ

指定容器

搬入先収集回数

韮山リサイクルプラザ
（一部、民間事業者）

月2回

収集容器

コンテナ

白い紙ひもで
縛る

紙パック、新聞・チラ
シ・雑誌・ダンボール・
紙製容器包装

資
源
ご
み

紙類

ごみの種類

月1回

月1回

大仁リサイクルセンター

民間事業者
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第３章 ごみ処理の現状 

 

表 3-3 分別区分と収集体制（伊豆市/修善寺地区・中伊豆地区・天城湯ケ島地区） 

項目
区分

可燃ごみ
生ごみ・紙くず・紙
おむつなど

指定ごみ袋 週2～3回

びん以外

蛍光灯・乾電池

発泡スチロール・トレイ
発泡スチロール・ト
レイ

ネット

缶類
アルミ缶・スチール
缶

月2～3回

その他金属 缶以外の金属類 月1～2回

びん類 びんなど 月2～3回

紙類
新聞・雑誌・紙パッ
ク・ダンボール

紐で束ねる 月1～2回

ペットボトル ペットボトル

プラスチック容器

フィルム系・袋類

プラスチック製品

粗大ごみ
タンス・ふとん・自
転車など

現物 随時 清掃センター

不燃ごみ コンテナ

資
源
ご
み

月2～3回

清掃センター

搬入先

ネット

コンテナ

プラスチック類

ごみの種類 収集容器 収集回数

月1～2回

民間事業者

 

 

 

表 3-4 分別区分と収集体制（伊豆市/土肥地区） 

項目
区分

可燃ごみ
生ごみ・紙くず・紙
おむつ等

指定ごみ袋 週3回 土肥戸田衛生センター

不燃ごみ
びん以外
蛍光灯・乾電池

コンテナ

発泡スチロール・トレイ
発泡スチロール・ト
レイ

ネット

缶類
アルミ缶・スチール
缶

その他金属 缶以外の金属類

びん類 びんなど

紙類
新聞・雑誌・紙パッ
ク・ダンボール

紐で束ねる

ペットボトル ペットボトル

プラスチック容器

プラスチック製品

粗大ごみ
タンス・ふとん・自
転車等

現物 随時
土肥戸田衛生センター
土肥リサイクルセンター

月2～3回
土肥リサイクルセンター
（一部、民間事業者）

資
源
ご
み

プラスチック類
ネット

コンテナ

ごみの種類 収集容器 収集回数 搬入先
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第３章 ごみ処理の現状 

 

第４節 ごみ排出量の推移 

 

伊豆の国市、伊豆市のごみ排出量を図 3-3、3-4 に整理します。また、図 3-5 に両市の排出

量実績を合計した本地域全体の排出量を示します。 

伊豆の国市の人口及びごみ発生量は、ほぼ一定で推移しています。 

 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H13 14 15 16 17 （年度）

（t/年）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

（人） 集団回収

埋立ごみ

粗大ごみ

直接搬入ごみ

事業系資源ごみ

家庭系資源ごみ

事業系可燃ごみ

家庭系可燃ごみ

計画収集人口（人）

 

（単位：ｔ/年）
平成13年度 14 15 16 17

51,136 51,143 51,141 51,134 51,179
11,590 11,873 11,023 11,033 11,625

家庭系ごみ 8,293 8,524 7,843 7,807 8,152
事業系ごみ 3,297 3,349 3,180 3,226 3,473

3,748 4,141 4,373 4,359 3,916
家庭系ごみ 3,497 3,713 3,907 3,820 3,566
事業系ごみ 251 428 466 539 350

2,083 2,127 2,096 2,172 1,879
350 324 354 610 452
461 221 238 244 356

18,232 18,686 18,084 18,418 18,229

269 265 284 266 252
18,501 18,951 18,368 18,684 18,481

ご み 排 出 量 計

集 団 回 収
ご み 発 生 量 計

資源ごみ

直 接 搬 入 ご み
粗 大 ご み
埋 立 ご み

年　　　度
計画収集人口 （人）

可燃ごみ

 

 

図 3-3 ごみ排出状況（伊豆の国市） 

 

19



第３章 ごみ処理の現状 

 

伊豆市では、人口の減少に伴い、ごみの排出量は微減傾向にあります。 

 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H13 14 15 16 17 （年度）

（t/年）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

（人） 集団回収

粗大ごみ他

直接搬入ごみ

事業系資源ごみ

家庭系資源ごみ

事業系可燃ごみ

家庭系可燃ごみ

計画収集人口（人）

 

（単位：ｔ/年）
平成13年度 14 15 16 17

38,485 38,197 38,055 37,887 37,672
7,066 7,048 6,693 5,971 7,152

家庭系ごみ 5,859 5,805 5,411 4,701 5,551
事業系ごみ 1,207 1,243 1,282 1,270 1,601

1,699 1,517 1,441 1,647 1,739
家庭系ごみ 1,567 1,471 1,397 1,522 1,614
事業系ごみ 132 46 44 125 125

5,781 6,012 5,947 5,090 5,595
200 342 336 183 183

14,746 14,919 14,417 12,891 13,993

709 712 705 621 676
15,455 15,631 15,122 13,512 14,669ご み 発 生 量 計

直 接 搬 入 ご み
粗 大 ご み 他
ご み 排 出 量 計

集 団 回 収

年　　　度
計画収集人口 （人）

可燃ごみ

資源ごみ

 

 

図 3-4 ごみ排出状況（伊豆市） 
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H13 14 15 16 17 (年度）

（t/年）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

（人） 集団回収

埋立ごみ

粗大ごみ他

直接搬入ごみ

事業系資源ごみ

家庭系資源ごみ

事業系可燃ごみ

家庭系可燃ごみ

計画収集人口（人）

 

（単位：ｔ/年）
平成13年度 14 15 16 17

89,621 89,340 89,196 89,021 88,851
18,656 18,921 17,716 17,004 18,777

家庭系ごみ 14,152 14,329 13,254 12,508 13,703
事業系ごみ 4,504 4,592 4,462 4,496 5,074

5,447 5,658 5,814 6,006 5,655
家庭系ごみ 5,064 5,184 5,304 5,342 5,180
事業系ごみ 383 474 510 664 475

7,864 8,139 8,043 7,262 7,474
550 666 690 793 635
461 221 238 244 356

32,978 33,605 32,501 31,309 32,222

978 977 989 887 928
33,956 34,582 33,490 32,196 33,150ご み 発 生 量 計

粗 大 ご み
埋 立 ご み
ご み 排 出 量 計

集 団 回 収

計画収集人口 （人）
可燃ごみ

資源ごみ

直 接 搬 入 ご み

年　　　度

 

 

図 3-5 ごみ排出状況（両市合計） 
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第３章 ごみ処理の現状 

 

第５節 ごみの組成 

 

伊豆の国市の焼却処理施設（長岡清掃センター、韮山ごみ焼却場）及び伊豆市の焼却処理施

設（清掃センター、土肥戸田衛生センター）の焼却対象ごみの組成を図 3-6、3-7 に示します。

全ての焼却施設において、紙・布類が約 6 割を占めています。 

 

【長岡清掃センター】 

 

【韮山ごみ焼却場】 

 

 

図 3-6 平成 17 年度における可燃ごみ処理施設のごみ組成（伊豆の国市） 

厨芥類
15.5%

木・竹類
12.4%

合成樹脂
10.8%

不燃雑芥類
0.1%

その他
3.0%

紙・布類
58.2% 紙・布類

61.9%厨芥類
11.7%

木・竹類
12.3%

その他
2.5%

不燃雑芥類
0.3%

合成樹脂
11.3%

【長岡清掃センター】 【韮山ごみ焼却場】 

平成13年度 14 15 16 17
紙 ・ 布 類 (％) 50.0 52.4 61.4 58.2 58.2
厨 芥 類 (％) 20.3 18.7 13.6 15.0 15.5
木 ・ 竹 類 (％) 12.3 13.6 12.1 12.7 12.4
合 成 樹 脂 (％) 14.3 12.7 11.2 12.2 10.8
不 燃 雑 芥 類 (％) 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1
そ の 他 (％) 3.2 2.6 1.7 1.9 3.0
水 分 (％) 54.4 45.5 38.0 37.5 37.8
灰 分 (％) 4.1 4.0 4.1 4.1 4.7
可 燃 分 (％) 41.6 50.5 57.8 58.5 57.5

kJ/kg 6,485.0 8,390.0 9,962.5 10,105.0 9,902.5

種
類
組
成

三
成
分

低位発熱量

平成13年度 14 15 16 17
紙 ・ 布 類 (％) 51.2 55.7 61.1 61.3 61.9
厨 芥 類 (％) 16.5 16.3 14.0 14.0 11.7
木 ・ 竹 類 (％) 12.0 12.5 12.1 12.0 12.3
合 成 樹 脂 (％) 17.1 13.1 11.0 10.5 11.3
不 燃 雑 芥 類 (％) 0.0 0.0 0.0 0.2 0.3
そ の 他 (％) 3.2 2.5 1.9 2.0 2.5
水 分 (％) 50.7 45.0 40.3 38.1 37.3
灰 分 (％) 4.0 4.4 4.3 4.3 4.5
可 燃 分 (％) 45.3 50.7 55.4 57.6 58.3

kJ/kg 7,272.5 8,440.0 9,445.0 9,935.0 10,067.5低位発熱量

種
類
組
成

三
成
分
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第３章 ごみ処理の現状 
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※ 低位発熱量：単位質量(1kg 当り)の燃焼が完全燃焼した時に発生する熱量が「発熱量」ですが、燃料には水

分が含まれているため、水(液体)から水蒸気(気体)にするための熱エネルギー(潜熱)を除いた

ものを、低位発熱量(真発熱量)といいます。一方、水蒸気の蒸発潜熱を含んだものを高位発熱

量(総発熱量)といいます。 

 

 

【清掃センター】 

 

【土肥戸田衛生センター】 

 

 

図 3-7 平成 17 年度における可燃ごみ処理施設のごみ組成（伊豆市） 

【清掃センター】 【土肥戸田衛生センター】 

平成13年度 14 15 16 17
紙 ・ 布 類 （％） 51.5 53.3 60.4 59.1 60.6
厨 芥 類 （％） 18.7 18.0 14.4 11.5 14.5
木 ・ 竹 類 （％） 13.2 13.5 12.2 13.1 11.0
合 成 樹 脂 類 （％） 13.4 12.5 11.3 14.3 11.6
不 燃 雑 芥 類 （％） 0.3 0.3 0.1 0.2 0.0
そ の 他 （％） 2.9 2.4 1.6 1.8 2.3
水 分 （％） 52.4 45.2 38.0 35.8 37.5
灰 分 （％） 4.2 4.2 4.4 4.1 4.7
可 燃 分 （％） 43.4 50.6 57.6 60.1 57.8

kJ/kg 6,906.9 8,413.9 9,962.7 10,465.0 9,962.7

三
成
分

低位発熱量

種
類
組
成

平成13年度 14 15 16 17
紙 ・ 布 類 （％） 49.1 51.3 59.5 56.1 58.9
厨 芥 類 （％） 23.5 17.6 15.0 19.0 15.4
木 ・ 竹 類 （％） 11.8 14.4 12.0 12.0 12.5
合 成 樹 脂 類 （％） 12.0 14.5 11.8 10.8 10.6
不 燃 雑 芥 類 （％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
そ の 他 （％） 3.6 2.2 1.7 2.1 2.6
水 分 （％） 57.0 52.0 41.9 42.9 42.1
灰 分 （％） 4.2 3.6 3.9 4.1 4.2
可 燃 分 （％） 38.8 44.0 54.2 53.0 53.7

低位発熱量 kJ/kg 5,902.3 6,990.6 9,167.3 8,916.2 9,083.6

種
類
組
成

三
成
分

23




